
  

                                令和 ７ 年 ５ 月 ２７ 日 

国土交通省九州地方整備局 

大 分 河 川 国 道 事 務 所 

 

『堤防決壊時の緊急対策シミュレーション』を開催します！ 

～洪水期を前に非常事態に備える～ 

 

全国各地で毎年のように観測史上最大の降雨量が記録され、堤防決壊等に伴う浸水

被害が発生しています。 

大分河川国道事務所ではこのような非常事態に備え、堤防決壊時に行う緊急的な機

能回復対策のシミュレーション(模擬検討)を平成 22 年度から毎年度実施し、決壊想

定地点ごとの対策案を蓄積しています。 

今年度のシミュレーションは、大分川水系、大野川水系の２地点での決壊を想定し

て行い、報道機関の取材を初めて受入いたします。 

令和７年度シミュレーションの開催概要 

日時：５月３０日（金）13:30開始 

場所：大分河川国道事務所 3F 防災情報センター 

参加：九州防災エキスパート会、災害協定業者、職員 

• 取材は13:30～16:30頃までの間で随時していただけます。 

• シミュレーションの様子をご覧いただけます。 

 

 

【問合せ先】 

国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所 

 技術副所長  ： 平岡 博志（ひらおか ひろし） 

     工務第一課長 ： 高瀬 智（たかせ あきら） 

      ＴＥＬ：０９７－５４４－４１６７（代表） 

ＴＥＬ：０９７－５４６－１４７４（直通） 
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どうして減災が大事？

出典：国土交通省HP「令和7年度国土交通省予算概要 水・国土保全局」より

平成３０年 ７月豪雨

岡山県 小田川
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令和元年１０月 東日本台風

長野県 千曲川
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熊本県 球磨川

令和３年８月豪雨

佐賀県 六角川
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